
教育委員会の権限事務に関する教育長の臨時代理（県立学校処務規程の一

部を改正する訓令）

県立学校教育課

県立学校処務規程の一部を改正する訓令について、教育委員会会議を開

催する時間的余裕がなかったことから、令和２年３月27日に沖縄県教育委

員会の議決事項及び教育長に委任する事項等に関する規則第７条第１項の

規定に基づき、教育長による臨時代理により改正したので、同条第２項の

規定により報告する。

１ 訓令の概要（県立学校処務規程）

県立学校における文書の取扱い、公印の取扱い等を定めた教育委員会訓令

２ 改正の経緯及び必要性

平成29年度及び平成30年度の定期監査において、複数の学校で証明書等の発

行事務に関する不適切な公印管理や文書取扱いに対して指摘を受けたことから、

起案及び公印確認までを一連で行うことができるよう所定の欄を設けた証明書

等の申請様式を定め、不適切な事務の是正及び事務の効率化を図るため、県立

学校処務規程を改正する必要がある。

３ 改正の概要

⑴ 卒業証明等の事案の処理に、新設する証明書等交付申請書を用いることが

できることとする。（第21条第３項関係）

⑵ 証明書等交付申請書を新設する。（第７号様式関係）

⑶ その他所要の改正を行う。

４ 公布日（公報登載日）及び施行年月日

公 布 日 令和２年３月31日

施行年月日 令和２年４月１日

５ 根拠法令

教育庁等文書管理規程

教育庁等文書編集保存規程

沖縄県教育委員会公印規程

６ 添付資料

新旧対照表

令和２年第８回教育委員会会議 報告事項（12）



新
旧
対

照
表

県
立
学
校
処
務
規
程

（
昭

和
5
4
年

沖
縄

県
教

育
委

員
会

訓
令

第
２

号
）
新
旧
対
照
表

改
正

案
現

行

第
１
条

（
略

）
第
１
条

（
略

）

（
用

語
の

意
義
）

（
用

語
の

意
義

）

第
２
条

こ
の

訓
令

に
お

い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

当
該

各
号

に
定

め
る

と
こ
第
２
条

こ
の

訓
令

に
お

い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

当
該

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
ろ

に
よ

る
。

⑴
（
略

）
⑴

（
略

）

⑵
専
決

校
長

の
権

限
に

属
す

る
校

務
を

常
時

校
長

に
代

わ
っ

て
決

裁
す

る
こ

と
を

い
う

。
⑵

専
決

校
長

の
権

限
に
属

す
る
校

務
を

常
時
校

長
に
代

わ
つ

て
決
裁

す
る

こ
と
を

い
う

。

⑶
代

理
決

裁
決

裁
の

権
限

を
有

す
る

者
（

以
下

「
決

裁
権

者
」

と
い

う
。

）
が

不
在

等
の

場
⑶

代
理

決
裁

決
裁

の
権

限
を

有
す

る
者

（
以

下
「

決
裁

権
者

」
と

い
う

。
）

が
不

在
等

の
場

合
に

お
い

て
、

当
該

決
裁

権
者

が
決

裁
す

べ
き

校
務

を
一

時
決

裁
権

者
に

代
わ

っ
て

決
裁

す
る

合
に

お
い

て
、

当
該

決
裁

権
者

が
決

裁
す

べ
き

校
務

を
一

時
決

裁
権

者
に

代
わ

つ
て

決
裁

す
る

こ
と
を

い
う
。

こ
と

を
い

う
。

⑷
・

⑸
（

略
）

⑷
・

⑸
（

略
）

⑹
事

務
職

員
事

務
主

査
、

副
主

査
、

主
任

（
沖

縄
県

立
高

等
学

校
管

理
規

則
（

平
成

1
2
年

沖
⑹

事
務

職
員

事
務

主
査

、
副

主
査

、
主

任
（

沖
縄

県
立

高
等

学
校

管
理

規
則

（
平

成
1
2
年

沖

縄
県

教
育

委
員

会
規

則
第

７
号

）
第

5
3
条

第
５

項
、

沖
縄

県
立

特
別

支
援

学
校

管
理

規
則

（
平

縄
県

教
育

委
員

会
規

則
第

７
号

）
第

5
3
条

第
５

項

成
1
2
年

沖
縄

県
教

育
委

員
会

規
則

第
８

号
）

第
4
8
条

第
５

項
及

び
沖

縄
県

立
中

学
校

管
理

規
則

（
平

成
1
8
年

沖
縄

県
教

育
委

員
会

規
則

第
1
3
号

）
第

2
9
条

第
６

項
の

主
任

に
限

る
。

）
及

び
事

の
主

任
に

限
る

。
）

及
び

事

務
主
事

を
い
う

。
務

主
事

を
い

う
。

⑺
・

⑻
（

略
）

⑺
・

⑻
（

略
）

（
公

印
取

扱
主
任

）
（

公
印

取
扱

主
任

）

第
３
条

学
校

に
公
印

取
扱

主
任

を
置

く
。

第
３
条

学
校

に
公

印
取

扱
主
任

を
置
く

。

２
公

印
取

扱
主

任
は

、
事

務
長

を
も

っ
て

充
て

る
。

た
だ

し
、

事
務

長
の

置
か

れ
て

い
な

い
学

校
２

公
印

取
扱

主
任

は
、

事
務

長
を

も
つ

て
充

て
る

。
た

だ
し

、
事

務
長

の
置

か
れ

て
い

な
い

学
校

に
あ

っ
て

は
、
事

務
職

員
の

う
ち

か
ら

校
長

が
命

ず
る

。
に

あ
つ

て
は

、
事

務
職

員
の
う

ち
か
ら

校
長

が
命
ず

る
。

３
公

印
取

扱
主

任
が

不
在

の
と

き
は

、
校

長
が

あ
ら

か
じ

め
指

定
し

た
事

務
職

員
が

そ
の

職
務

を
３

公
印

取
扱

主
任

が
不

在
の

と
き

は
、

校
長

が
あ

ら
か

じ
め

指
定

し
た

職
員

が
そ

の
職

務
を

行
う

。
行

う
。

（
新

旧
対

照
表

1
ペ

ー
ジ

）



（
公

印
の

使
用
）

（
公

印
の

使
用

）

第
４
条

公
印

を
使

用
す

る
と

き
は

、
押

印
す

る
文

書
に

決
裁

を
受

け
た

起
案

文
書

（
以

下
「

決
裁
第
４
条

公
印

を
使

用
す

る
と

き
は

、
押

印
す

る
文

書
に

原
議

済
原

議
」

と
い

う
。

）
そ

の
他

の
証

拠
書

類
を

添
え

て
、

公
印

取
扱

主
任

の
審

査
を

受
け

な
け

れ
そ

の
他

の
証

拠
書

類
を

添
え

て
、

公
印

取
扱

主
任

の
照

合
を

受
け

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。

ば
な

ら
な

い
。

２
前
項

の
審

査
に
当

た
っ

て
は

、
お

お
む

ね
次

の
事

項
に

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
前

項
の

照
合

に
当
た

つ
て
は

、
お
お

む
ね

次
の
事

項
に
留

意
し

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。

⑴
～

⑶
（

略
）

⑴
～

⑶
（

略
）

（
公

印
の

持
ち
出

し
）

（
公

印
の

持
ち

出
し
）

第
５
条

公
印

は
、

管
守

場
所

外
に

持
ち

出
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
５
条

公
印

は
、

管
守

場
所

外
に

持
ち

出
し

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
校

長
が

特
に

持
ち

出
し

の
必

要
を

認
め

た
と
き

は
、
こ

の
限
り

で
な

い
。

（
文

書
処

理
の
原

則
）

（
文

書
処

理
の

原
則
）

第
６
条

文
書

事
務

の
処

理
は

、
迅

速
か

つ
的

確
に

行
う

と
と

も
に

、
常

に
文

書
事

務
の

管
理

改
善
第
６
条

文
書

事
務

の
処

理
は

、
迅

速
か

つ
的

確
に

行
う

と
と

も
に

、
常

に
文

書
事

務
の

管
理

改
善

に
努

め
、

も
っ
て

学
校

運
営

の
能

率
向

上
を

図
る

こ
と

を
旨

と
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
に

努
め

、
も

つ
て

学
校

運
営
の

能
率
向

上
を

図
る
こ

と
を
旨

と
し

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。

２
文

書
は

、
常

に
丁

寧
に

取
り

扱
う

と
と

も
に

、
そ

の
受

渡
し

を
確

実
に

行
い

、
汚

損
又

は
２

文
書

は
、

常
に

て
い

ね
い

に
取

り
扱

う
と

と
も

に
、

そ
の

受
渡

し
を

確
実

に
行

い
、

汚
損

又
は

紛
失

の
な

い
よ
う

に
注

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
紛

失
の

な
い

よ
う

に
注

意
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

（
文

書
作

成
の
原

則
）

（
文

書
作

成
の

原
則
）

第
７
条

文
書

を
作

成
す

る
と

き
は

、
常

用
漢

字
表

（
平

成
2
2
年

内
閣

告
示

第
２

号
）

、
現

代
仮

名
第
７
条

文
書

を
作

成
す

る
と

き
は

、
黒

イ
ン

ク
を

用
い

、
当

用
漢

字
表

、
当

用
漢

字
音

訓
表

、
当

遣
い

（
昭

和
6
1
年

内
閣

告
示

第
１

号
）

、
送

り
仮

名
の

付
け

方
（

昭
和

4
8
年

内
閣

告
示

第
２

号
）

用
漢

字
字

体
表

、
現

代
か

な
づ

か
い

及
び

送
り

仮
名

の
付

け
方

等
に

よ
り

、
平
易

、
簡

明
か

つ
正

確
に

表
現

す
る

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

に
よ

り
、

平
易

、
簡

明
か
つ

正
確
に

表
現

す
る
よ

う
に
努

め
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

２
（
略

）
２

（
略

）

（
秘

密
保

持
の
原

則
）

（
秘

密
保

持
の

原
則
）

第
８
条

文
書

は
、

校
長

の
承

認
を

受
け

な
け

れ
ば

、
関

係
者

以
外

の
者

に
示

し
、

内
容

を
告

げ
、
第
８
条

文
書

は
、

校
長

の
承

認
を

受
け

な
け

れ
ば

、
関

係
者

以
外

の
者

に
示

し
、

内
容

を
告

げ
、

若
し

く
は

写
し
を

与
え

、
又

は
学

校
外

に
持

ち
出

し
て

は
な

ら
な

い
。

若
し

く
は

写
し

を
与
え

、
又
は

学
校
外

に
持

ち
出
し

て
は
な

ら
な

い
。

２
秘

密
文

書
は

、
特

に
細

心
の

注
意

を
払

っ
て

取
り

扱
い

、
当

事
者

又
は

関
係

者
以

外
の

者
の

目
２

秘
密

文
書

は
、

特
に

細
心

の
注

意
を

払
つ

て
取

り
扱

い
、

当
事

者
又

は
関

係
者

以
外

の
者

の
目

に
ふ

れ
る

箇
所
に

放
置

し
て

は
な

ら
な

い
。

に
ふ

れ
る

箇
所

に
放

置
し

て
は

な
ら
な

い
。

（
文

書
の

整
理
・

保
管

の
原

則
）

（
文

書
の

整
理

・
保
管

の
原
則

）

（
新

旧
対

照
表

2
ペ

ー
ジ

）



（
新

旧
対

照
表

3
ペ

ー
ジ

）

第
９
条

文
書

の
整

理
及

び
保

管
に

当
た

っ
て

は
、

常
に

火
災

、
盗

難
等

の
予

防
を

完
全

に
し

、
重
第
９
条

文
書

の
整

理
及

び
保

管
に

当
た

つ
て

は
、

常
に

火
災

、
盗

難
等

の
予

防
を

完
全

に
し

、
重

要
な

も
の

は
、

非
常

災
害

時
に

際
し

て
保

護
に

支
障

の
な

い
よ

う
あ

ら
か

じ
め

準
備

し
て

お
か

な
要

な
も

の
は

、
非

常
災

害
時

に
際

し
て

保
護

に
支

障
の

な
い

よ
う

あ
ら

か
じ

め
準

備
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

２
（
略

）
２

（
略

）

（
文

書
取

扱
主
任

）
（

文
書

取
扱

主
任

）

第
1
0
条

学
校

に
文
書

取
扱

主
任

を
置

く
。

第
1
0
条

学
校

に
文

書
取

扱
主
任

を
置
く

。

２
文

書
取

扱
主

任
は

、
事

務
長

を
も

っ
て

充
て

る
。

た
だ

し
、

事
務

長
の

置
か

れ
て

い
な

い
学

校
２

文
書

取
扱

主
任

は
、

事
務

長
を

も
つ

て
充

て
る

。
た

だ
し

、
事

務
長

の
置

か
れ

て
い

な
い

学
校

に
あ

っ
て

は
、
事

務
職

員
の

う
ち

か
ら

校
長

が
命

ず
る

。
に

あ
つ

て
は

、
事

務
職

員
の
う

ち
か
ら

校
長

が
命
ず

る
。

３
文
書

取
扱

主
任
は

、
上

司
の

命
を

受
け

次
に

掲
げ

る
事

務
を

行
う

。
３

文
書

取
扱

主
任

は
、

上
司
の

命
を
受

け
次

に
掲
げ

る
事
務

を
行

う
。

⑴
（
略

）
⑴

（
略

）

⑵
文
書

の
処
理

及
び

促
進

に
関

す
る

こ
と

。
⑵

文
書

の
処

理
促

進
に

関
す
る

こ
と

。

⑶
・

⑷
（

略
）

⑶
・

⑷
（

略
）

第
1
1
条

（
略

）
第
1
1
条

（
略

）

（
文

書
年

度
）

（
文

書
年

度
）

第
1
2
条

文
書

年
度

は
、

毎
年

４
月

１
日

に
始

ま
り

、
翌

年
３

月
3
1
日

に
終

わ
る

も
の

と
す

る
。

第
1
2
条

文
書

年
度

は
、

毎
年

４
月

１
日

に
始

ま
り

、
翌

年
３

月
3
1
日

に
終

わ
る

も
の

と
す

る
。

た

だ
し

、
例

規
文

書
（

通
達

を
除

く
。

）
の

文
書

年
度

は
、

毎
年

１
月

１
日

に
始

ま
り

、
1
2
月

3
1
日

に
終

わ
る

も
の

と
す
る

。

（
記

号
及

び
番
号

）
（

記
号

及
び

番
号

）

第
1
3
条

文
書

に
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
記

号
及

び
番

号
を

付
さ

な
け

れ
ば

な
ら
第
1
3
条

文
書

に
は

、
次

の
各

号
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
記

号
及

び
番

号
を

付
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

の
場
合

、
記

号
の

次
に

番
号

を
付

す
る

も
の

と
す

る
。

な
い

。
こ

の
場

合
、

記
号

の
次

に
番
号

を
付

す
る
も

の
と
す

る
。

⑴
文

書
の

記
号

は
、

別
表

第
１

に
定

め
る

と
お

り
と

し
、

そ
の

番
号

は
、

各
学

校
に

備
え

る
文

⑴
文

書
の

記
号

は
、

別
表

第
１

に
定

め
る

と
お

り
と

し
、

そ
の

番
号

は
、

各
学

校
に

備
え

る
文

書
件

名
簿

（
第

１
号

様
式

）
に

よ
り

、
収

受
の

際
に

記
入

し
、

収
受

に
基

づ
か

な
い

で
発

す
る

書
件

名
簿

（
第

１
号

様
式

）
に

よ
り

、
収

受
の

際
に

記
入

し
、

収
受

に
基

づ
か

な
い

で
発

す
る

場
合

は
、

施
行

の
際

に
記

入
す

る
日

付
順

の
一

連
番

号
と

す
る

。
た

だ
し

、
軽

易
な

文
書

に
つ

場
合

は
、

施
行

の
際

に
記

入
す

る
日

付
順

の
一

連
番

号
と

す
る

。
た

だ
し

、
軽

易
な

文
書

に
つ

い
て

は
、

番
号

に
代

え
て

「
号

外
」

と
表

示
し

、
文

書
件

名
簿

へ
の

記
載

は
省

略
す

る
も

の
と

い
て

は
、

番
号

に
か

え
て

「
号

外
」

と
表

示
し

、
文

書
件

名
簿

へ
の

記
載

は
省

略
す

る
も

の
と

す
る
。

す
る

。

⑵
・

⑶
（

略
）

⑵
・

⑶
（

略
）
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（
文

書
の

収
受
及

び
配

布
）

（
文

書
の

収
受

及
び
配

布
）

第
1
4
条

文
書

取
扱

主
任

は
、

学
校

に
到

達
し

た
文

書
等

を
収

受
し

た
と

き
は

、
次

の
各

号
に

よ
り
第
1
4
条

文
書

取
扱

主
任

は
、

学
校

に
到

達
し

た
文

書
等

を
収

受
し

た
と

き
は

、
次

の
各

号
に

よ
り

処
理

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
処

理
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

⑴
学

校
及

び
校

長
宛

て
の

文
書

等
（

親
展

文
書

及
び

秘
密

文
書

を
除

く
。

）
は

、
開

封
し

、
余

⑴
学

校
及

び
校

長
あ

て
の

文
書

等
（

親
展

文
書

及
び

秘
密

文
書

を
除

く
。

）
は

、
開

封
し

、
余

白
に

収
受

印
（

第
３

号
様

式
）

を
押

し
、

文
書

件
名

簿
に

記
載

の
う

え
、

校
長

の
査

閲
を

受
け

白
に

収
受

印
（

第
３

号
様

式
）

を
押

し
、

文
書

件
名

簿
に

記
載

の
う

え
、

校
長

の
査

閲
を

受
け

る
も
の

と
す
る

。
る

も
の

と
す

る
。

⑵
学

校
及

び
校

長
宛

て
の

親
展

文
書

及
び

秘
密

文
書

は
、

開
封

し
な

い
で

当
該

封
筒

に
収

受
印

⑵
学

校
及

び
校

長
あ

て
の

親
展

文
書

及
び

秘
密

文
書

は
、

開
封

し
な

い
で

当
該

封
筒

に
収

受
印

を
押
し

、
名
宛

人
に

配
布

す
る

も
の

と
す

る
。

を
押

し
、

名
あ

て
人

に
配
布

す
る

も
の
と

す
る

。

⑶
電

報
を

収
受

し
た

と
き

は
、

文
書

件
名

簿
へ

の
手

続
を

省
略

し
、

そ
の

余
白

に
（

親
展

電
⑶

電
報

を
収

受
し

た
と

き
は

、
文

書
件

名
簿

へ
の

手
続

き
を

省
略

し
、

そ
の

余
白

に
（

親
展

電

報
に

あ
っ

て
は

封
を

し
た

ま
ま

）
収

受
印

を
押

し
て

直
ち

に
名

宛
人

に
配

布
す

る
も

の
と

す
報

に
あ

つ
て

は
封

を
し

た
ま

ま
）

収
受

印
を

押
し

て
直

ち
に

名
あ

て
人

に
配

布
す

る
も

の
と

す

る
。

る
。

⑷
（
略

）
⑷

（
略

）

⑸
前
各

号
以
外

の
文

書
等

は
、

担
当

職
員

又
は

名
宛

人
に

配
布

す
る

も
の

と
す

る
。

⑸
前

各
号

以
外

の
文

書
等
は

、
担
当

職
員

又
は
名

あ
て
人

に
配

布
す
る

も
の

と
す
る

。

（
収

受
手

続
の
省

略
）

（
収

受
手

続
の

省
略
）

第
1
5
条

次
に

掲
げ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
文

書
件

名
簿

へ
の

登
載

及
び

収
受

印
の

押
印

を
省

略
す
第
1
5
条

次
に

掲
げ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
文

書
件

名
簿

へ
の

登
載

及
び

収
受

印
の

押
印

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
る

こ
と

が
で

き
る

。

⑴
（
略

）
⑴

（
略

）

⑵
挨
拶

状
、

案
内

状
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
で

軽
易

と
認

め
ら

れ
る

も
の

⑵
あ

い
さ

つ
状

、
案

内
状
そ

の
他
こ

れ
ら

に
類
す

る
も
の

で
軽

易
と
認

め
ら

れ
る
も

の

⑶
（
略

）
⑶

（
略

）

（
秘

密
文

書
）

（
秘

密
文

書
）

第
1
6
条

秘
密

文
書

は
、

そ
の

内
容

の
秘

密
保

全
の

必
要

度
に

応
じ

て
、

次
の

２
種

類
に

区
分

す
る
第
1
6
条

秘
密

文
書

は
、

そ
の

内
容

の
秘

密
保

全
の

必
要

度
に

応
じ

て
、

次
の

２
種

類
に

区
分

す
る

も
の

と
す

る
。

も
の

と
す

る
。

⑴
極

秘
そ

の
事

案
が

秘
密

保
全

の
必

要
の

高
い

秘
密

で
あ

っ
て

、
当

該
事

案
の

当
事

者
以

外
⑴

極
秘

そ
の

事
案

が
秘

密
保

全
の

必
要

の
高

い
秘

密
で

あ
つ

て
、

当
該

事
案

の
当

事
者

以
外

の
者
に

秘
密
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
の

者
に

秘
さ

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
も

の

⑵
秘

そ
の

事
案

が
極

秘
に

つ
ぐ

程
度

の
秘

密
で

あ
っ

て
、

関
係

者
以

外
の

者
に

秘
密

に
し

な
⑵

秘
そ

の
事

案
が

極
秘

に
つ

ぐ
程

度
の

も
の

で
あ

つ
て

、
関

係
者

以
外

の
者

に
秘

さ
な

け
れ

け
れ
ば

な
ら
な

い
も

の
ば

な
ら

な
い
も

の

２
・

３
（
略

）
２

・
３

（
略

）
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４
秘

密
文

書
に

は
、

秘
密

区
分

及
び

秘
密

取
扱

期
間

を
当

該
秘

密
文

書
の

右
上

部
に

明
記

４
秘

密
文

書
に

は
、

秘
密

区
分

及
び

秘
密

取
扱

期
間

を
、

回
議

書
に

あ
つ

て
は

特
別

取
扱

欄
に

、

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

他
の

文
書

に
あ
つ

て
は
そ

の
右
上

部
に

朱
書
で

表
示
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

第
1
7
条
・
第
1
8
条

（
略

）
第
1
7
条
・
第
1
8
条

（
略

）

（
文

書
の

処
理
）

（
文

書
の

処
理

）

第
1
9
条

校
長

は
、

査
閲

後
自

ら
処

理
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

も
の

以
外

の
文

書
に

あ
っ

て
第
1
9
条

校
長

は
、

査
閲

後
自

ら
処

理
す

る
必

要
が

あ
る

と
認

め
た

も
の

以
外

の
文

書
に

あ
つ

て

は
、

担
当

職
員
に

処
理

方
針

及
び

指
示

事
項

等
を

示
し

た
後

交
付

す
る

。
は

、
担

当
職

員
に

処
理

方
針
及

び
指
示

事
項

等
を
示

し
た
後

交
付

す
る
。

２
（
略

）
２

（
略

）

第
2
0
条

（
略

）
第
2
0
条

（
略

）

（
文

書
の

起
案
）

（
文

書
の

起
案

）

第
2
1
条

事
案

の
処

理
は

、
文

書
に

よ
っ

て
行

う
こ

と
を

原
則

と
し

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
第
2
1
条

事
案

の
処

理
は

、
文

書
に

よ
つ

て
行

う
こ

と
を

原
則

と
し

、
次

の
各

号
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
も

の
と
す

る
。

に
よ

る
も

の
と

す
る
。

⑴
～

⑶
（

略
）

⑴
～

⑶
（

略
）

⑷
電

報
案

は
、

特
に

簡
易

を
旨

と
し

、
案

文
に

振
り

仮
名

を
つ

け
、

余
白

に
総

字
数

、
種

類
及

⑷
文

書
の

起
案

は
、

起
案

用
紙

甲
（

第
５

号
様

式
）

、
起

案
用

紙
甲

の
２

（
第

５
号

様
式

の

び
指
定

そ
の
他

必
要

事
項

を
記

入
す

る
こ

と
。

２
）

及
び

起
案

用
紙

乙
（
第

６
号

様
式
）

を
用

い
る
こ

と
。

（
削

る
。

）
⑸

電
報

案
に

よ
る

発
信

文
案

は
、

特
に

簡
明

を
旨

と
し

、
略

符
号

を
使

用
し

得
る

と
き

は
略

符

号
を

用
い

、
あ

て
先

及
び

本
人

に
振

り
仮

名
を

付
し

、
か

つ
、

余
白

に
字

数
を

記
載

す
る

こ

と
。

２
文

書
の

起
案

は
、

起
案

用
紙

甲
（

第
５

号
様

式
）

、
起

案
用

紙
甲

の
２

（
第

５
号

様
式

の
２

）
（

新
設

）

及
び

起
案

用
紙

乙
（

第
６

号
様

式
）

を
用

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

２

枚
目

以
後

に
使

用
す

る
用

紙
に

つ
い

て
は

、
継

続
用

紙
に

代
え

て
他

の
用

紙
を

用
い

る
こ

と
が

で

き
る

。
（

新
設

）

３
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
卒

業
証

明
、

在
学

証
明

そ
の

他
の

証
明

に
関

す
る

事
案

の
処

理

は
、

証
明

書
等
交

付
申

請
書

（
第

７
号

様
式

）
を

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
。

４
第

２
項

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、

収
受

文
書

の
う

ち
、

回
答

、
報

告
等

を
要

す
る

文
書

で
軽

易
２

収
受

文
書

の
う

ち
、

回
答

、
報

告
等

を
要

す
る

文
書

で
軽

易

な
も

の
に

つ
い

て
は

、
電

話
又

は
口

頭
処

理
票

（
第

８
号

様
式

）
で

通
知

す
る

こ
と

に
よ

り
処

理
な

も
の

に
つ

い
て

は
、

電
話

又
は

口
頭

処
理

票
（

第
７

号
様

式
）

で
通

知
す

る
こ

と
に

よ
り

処
理

す
る

こ
と

が
で
き

る
。

す
る

こ
と

が
で

き
る
。



（
新

旧
対

照
表

6
ペ

ー
ジ

）

第
2
2
条

（
略

）
第
2
2
条

（
略

）

（
施

行
区

分
）

（
施

行
区

分
）

第
2
3
条

起
案

文
書
に

は
、

次
に

掲
げ

る
と

お
り

施
行

区
分

を
表

示
す

る
も

の
と

す
る

。
第
2
3
条

起
案

文
書

に
は

、
次
に

掲
げ
る

と
お

り
施
行

区
分
を

表
示

す
る
も

の
と

す
る
。

⑴
発
送

種
別

郵
便

、
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
、

電
子

メ
ー

ル
等

⑴
例

規
と

な
る

も
の

例
規

（
削

る
。

）
⑵

重
要

な
も

の
重

要

（
削

る
。

）
⑶

急
を

要
す

る
も

の
至
急

（
削

る
。

）
⑷

電
報

に
よ

り
発

信
す

る
も

の
電

報

（
削

る
。

）
⑸

小
包

を
も

つ
て

発
送

す
る

も
の

小
包

（
削

る
。

）
⑹

郵
便

の
特

殊
取

扱
い

を
す

る
も
の

書
留

又
は

速
達

⑵
電
話

又
は
口

頭
を

も
っ

て
連

絡
す

る
も

の
電

話
又

は
口

頭
連

絡
⑺

電
話

又
は

口
頭
を

も
つ
て

連
絡
す

る
も

の
電

話
又
は

口
頭

連
絡

⑶
公
印

を
省
略

す
る

も
の

公
印

省
略

⑻
公

印
を

省
略

す
る

も
の

公
印
省

略

（
決

裁
及

び
回
議

）
（

決
裁

及
び

回
議

）

第
2
4
条

起
案

文
書
は

、
上

司
の

決
裁

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

第
2
4
条

起
案

文
書

は
、

上
司
の

決
裁
を

受
け

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

。

２
（
略

）
２

（
略

）

（
削

る
。

）
３

校
長

又
は

専
決

者
が

決
裁

を
終

え
た

と
き

は
、

文
書

決
裁

台
帳

（
第

８
号

様
式

）
に

必
要

事
項

を
記

載
す

る
も

の
と
す

る
。

第
2
5
条
・
第
2
6
条

（
略

）
第
2
5
条
・
第
2
6
条

（
略

）

第
2
7
条

代
理

決
裁

者
が

事
案

を
代

理
決

裁
し

た
と

き
は

、
代

理
決

裁
者

と
し

て
押

印
し

た
箇

所
の
第
2
7
条

代
理

決
裁

者
が

事
案

を
代

理
決

裁
し

た
と

き
は

、
代

理
決

裁
者

と
し

て
押

印
し

た
箇

所
の

上
部

に
「

代
」

と
記

載
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

軽
易

な
も

の
を

除
き

、
決

裁
上

部
に

「
代

」
と

記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
軽

易
な

も
の

を
除

き
、

決
裁

権
者

の
出

勤
後
直

ち
に

閲
覧

に
供

す
る

も
の

と
す

る
。

者
の

出
勤

後
直

ち
に

閲
覧
に

供
す
る

も
の

と
す
る

。

第
2
8
条
・
第
2
9
条

（
略

）
第
2
8
条
・
第
2
9
条

（
略

）

（
決

裁
印

）
（

決
裁

印
）

第
3
0
条

決
裁

済
原

議
に

は
、

決
裁

印
（

第
９

号
様
第
3
0
条

決
裁

を
終

わ
つ

た
起

案
文

書
（

以
下

「
原

議
」

と
い

う
。

）
に

は
、

決
裁

印
（

第
９

号
様
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式
）

を
押

さ
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
式

）
を

押
さ

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

（
文

書
の

施
行
）

（
文

書
の

施
行

）

第
3
1
条

決
裁

を
受
け

た
文

書
は

、
速

や
か

に
施

行
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
3
1
条

決
裁

を
受

け
た

文
書
は

、
速
や

か
に

施
行
し

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。

２
決

裁
の

後
、

新
た

な
事

態
の

発
生

に
よ

り
施

行
を

取
り

や
め

、
又

は
保

留
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
２

決
裁

の
後

、
新

た
に

事
態

の
発

生
に

よ
り

施
行

を
取

り
や

め
、

又
は

保
留

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

き
は

、
新

た
に

そ
の

旨
を

起
案

し
、

決
裁

済
原

議
を

添
付

し
て

決
裁

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
い

と
き

は
、

新
た

に
そ

の
旨

を
起

案
し

、
原

議
を

添
付

し
て

決
裁

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。
な

い
。

（
用

紙
の

規
格
）

（
用

紙
の

規
格

）

第
3
2
条

文
書

の
用

紙
の

規
格

は
、

原
則

と
し

て
日

本
産

業
規

格
Ａ

列
４

番
と
第
3
2
条

施
行

す
る

文
書

を
浄

書
す

る
用

紙
の

規
格

は
、

原
則

と
し

て
日

本
工

業
規

格
Ａ

４
判

と

す
る

。
す

る
。

第
3
3
条
・
第
3
4
条

（
略

）
第
3
3
条
・
第
3
4
条

（
略

）

（
公

印
及

び
契
印

）
（

公
印

及
び

契
印

）

第
3
5
条

施
行

す
る

文
書

は
、

浄
書

及
び

校
合

し
た

後
、

決
裁

済
原

議
を

添
え

て
公

印
取

扱
主

任
の
第
3
5
条

施
行

す
る

文
書

は
、

浄
書

及
び

校
合

し
た

後
、

原
議

を
添

え
て

公
印

取
扱

主
任

の

審
査

を
受

け
、

自
ら

公
印

を
押

印
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
、

朱
肉

を
用

い
て

そ
の

文
書

の
審

査
を

受
け

、
自

ら
公

印
を

押
印

す
る

も
の

と
す

る
。

こ
の

場
合

、
朱

肉
を

用
い

て
そ

の
文

書
の

施
行

者
名

の
最
終

文
字

の
中

央
に

か
け

て
押

印
す

る
も

の
と

す
る

。
施

行
者

名
の

最
終

文
字

の
中
央

に
か
け

て
押

印
す
る

も
の
と

す
る

。

２
契

印
は

、
決

裁
済

原
議

の
宛

先
と

施
行

文
書

の
上

部
中

央
に

朱
肉

を
用

い
て

押
印

す
る

も
の

と
２

契
約

は
、

原
議

の
あ

て
先

と
施

行
文

書
の

上
部

中
央

に
朱

肉
を

も
つ

て
押

印
す

る
も

の
と

す
る

。
す

る
。

３
（
略

）
３

（
略

）

（
文
書

の
発

送
）

（
文

書
の

発
送

）

第
3
6
条

文
書

の
発
送

は
、

文
書

取
扱

担
当

者
が

行
う

。
第
3
6
条

文
書

の
発

送
は

、
文
書

取
扱
担

当
者

が
行
う

。

２
・

３
（
略

）
２

・
３

（
略

）

４
文

書
を

発
送

す
る

と
き

は
、

文
書

件
名

簿
及

び
起

案
用

紙
の

所
定

欄
に

必
要

事
項

を
朱

書
し

、
４

文
書

を
発

送
す

る
と

き
は

、
文

書
件

名
簿

及
び

原
議

の
所

定
欄

に
必

要
事

項
を

朱
書

し
、

押
印

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
押

印
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

５
文

書
を

本
人

等
に

直
接

渡
す

と
き

は
、

起
案

用
紙

に
そ

の
旨

朱
書

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

た
５

文
書

を
本

人
等

に
直

接
渡

す
と

き
は

、
原

議
に

そ
の

旨
朱

書
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
軽

易
な
も

の
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
だ

し
、

軽
易

な
も

の
に

つ
い
て

は
、
こ

の
限

り
で
な

い
。
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第
3
7
条
・
第
3
8
条

（
略

）
第
3
7
条
・
第
3
8
条

（
略

）

（
文

書
の

保
存
期

間
）

（
文

書
の

保
存

期
間
）

第
3
9
条

文
書

の
保
存

期
間

は
、

法
令

に
特

別
の

定
め

が
あ

る
も

の
の

ほ
か

、
次

の
５

種
と

す
る

。
第
3
9
条

文
書

の
保

存
期

間
は

、
次

の
５
種

と
す

る
。

第
１

種
2
0
年

第
１

種
1
1
年

以
上

第
２

種
1
0
年

第
２

種
1
0
年

第
３

種
５

年
第

３
種

５
年

第
４

種
３

年
第

４
種

３
年

第
５

種
１

年
第

５
種

１
年

２
前

項
の

保
存

期
間

は
、

そ
の

文
書

の
処

理
完

結
の

日
の

属
す

る
年

度
の

翌
年

度
の

初
日

か
ら

起
２

前
項

の
保

存
期

間
は

、
そ

の
文

書
の

完
結

し
た

年
の

翌
年

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
す

る
。

算
す

る
。

た
だ

し
、

例
規

文
書

に
つ
い

て
は

、
翌
年

の
１
月

１
日

か
ら
起

算
す

る
。

３
校

長
は

、
保

存
期

間
の

延
長

の
必

要
が

生
じ

た
場

合
は

、
保

存
期

間
を

延
長

す
る

こ
と

が
で

き
３

校
長

は
、

保
存

期
間

の
変

更
の

必
要

が
生

じ
た

場
合

は
、

保
存

期
間

を
変

更
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

る
。

４
次

に
掲

げ
る

文
書

は
、

保
存

期
間

又
は

延
長

し
た

保
存

期
間

が
満

了
す

る
日

後
に

お
い

て
も

、
（

新
設

）

次
の

各
号

の
区

分
に

応
じ

、
当

該
各

号
に

定
め

る
期

間
が

経
過

す
る

ま
で

の
間

は
廃

棄
し

て
は

な

ら
な

い
。

⑴
現

に
、

監
査

、
検

査
等

の
対

象
に

な
っ

て
い

る
も

の
当

該
監

査
、

検
査

等
が

終
了

す
る

ま

で
の
間

⑵
沖

縄
県

情
報

公
開

条
例

（
平

成
1
3
年

沖
縄

県
条

例
第

3
7
号

）
第

６
条

第
１

項
に

規
定

す
る

開

示
請

求
が

あ
っ

た
も

の
同

条
例

第
1
1
条

第
１

項
又

は
第

２
項

に
規

定
す

る
開

示
決

定
又

は
不

開
示
決

定
が
あ

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

１
年

間

第
4
0
条

（
略

）
第
4
0
条

（
略

）

第
4
1
条

前
条

の
規

定
に

よ
り

文
書

を
編

集
し

た
と

き
は

、
文

書
保

存
箱

（
第

1
1
号

様
式

）
に

納
入
第
4
1
条

前
条

の
規

定
に

よ
り

文
書

を
編

集
し

た
と

き
は

、
文

書
保

存
箱

（
第

1
1
号

様
式

）
に

納
入

す
る

も
の

と
す
る

。
す

る
も

の
と

す
る

。

２
～

４
（
略

）
２

～
４

（
略

）

５
前

項
の

場
合

は
、

文
書

保
存

箱
の

代
わ

り
に

文
書

保
存

表
紙

（
第

1
2
号

様
式

）
を

用
い

て
表

示
５

前
項

の
場

合
は

、
文

書
保

存
箱

の
代

わ
り

に
文

書
保

存
表

紙
（

第
1
2
号

様
式

）
で

も
つ

て
表

示

す
る

も
の

と
す
る

。
す

る
も

の
と

す
る

。
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第
4
2
条
～
第
4
6
条

（
略

）
第
4
2
条
～
第
4
6
条

（
略

）

（
専

決
の

報
告
）

（
専

決
の

報
告

）

第
4
7
条

専
決

し
た

事
項

の
う

ち
、

校
長

が
当

該
事

項
を

知
っ

て
お

く
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る
第
4
7
条

専
決

し
た

事
項

の
う

ち
、

校
長

が
当

該
事

項
を

知
つ

て
お

く
必

要
が

あ
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

速
や
か

に
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
と

き
は

、
速

や
か

に
報

告
し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

別
表
第
１

（
略

）
別
表
第
１

（
略

）

別
表
第
２

（
第

4
4
条
関

係
）

別
表
第
２
（

第
4
4
条

関
係

）

１
～

３
（
略

）
１

～
３

（
略

）

４
教

員
の

研
修

（
教

育
公

務
員

特
例

法
（

昭
和

2
4
年

法
律

第
１

号
）

第
2
2
条

第
２

項
に

規
定

す
る

４
教

員
の

研
修

（
教

育
公

務
員

特
例

法
（

昭
和

2
4
年

法
律

第
１

号
）

第
2
0
条

第
２

項
に

規
定

す
る

研
修

を
い

う
。
）

を
承

認
す

る
こ

と
。

研
修

を
い

う
。

）
を

承
認

す
る

こ
と
。

５
（
略

）
５

（
略

）

別
表
第
３

（
第

4
4
条
関

係
）

別
表
第
３
（

第
4
4
条

関
係

）

１
～

３
（
略

）
１

～
３

４
教

員
の

１
日

以
内

の
研

修
（

教
育

公
務

員
特

例
法

第
2
2
条

第
２

項
に

規
定

す
る

研
修

を
い

４
教

員
の

１
日

以
内

の
研

修
（

教
育

公
務

員
特

例
法

第
2
0
条

第
２

項
に

規
定

す
る

研
修

を
い

う
。

）
を

承
認
す

る
こ

と
。

う
。

）
を

承
認

す
る
こ

と
。

別
表
第
４

（
略

）
別
表
第
４

（
略

）

第
１
号
様
式
（

文
書
件

名
簿

）
（

第
1
3
条

関
係

）
第
１
号
様
式

（
文

書
件

名
簿

）
（

第
1
3
条

関
係

）
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文 書 分 類

第
種
 

第
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

 
 

 
 

 
 

 

月
 

 
 

 
 

日
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

本 書 

第
号
 

発
 

か
ら
 
 

 
 

 
完

結
 

月
 
 
 
日
 

受
 

へ
 
 

発
送

と
同

時
に

完
結
 

ほ
か

 
 

 
 

件
 
 

年
 
 
月
 
 
日
 

文 書 分 類

第
種
 

第
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

 
 

 
 

 
 

 

月
 

 
 

 
 

日
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

本 書 

第
号
 

発
 

か
ら
 
 

 
 

 
完

結
 

月
 
 
 
日
 

受
 

へ
 
 

発
送

と
同

時
に

完
結
 

ほ
か

 
 

 
 

件
 
 

年
 
 
月
 
 
日
 

注
 
用
紙
の
規

格
は

、
Ａ

４
判

と
す
る
。
 

沖
縄

県
 

  

文
 

書
 

件
 

名
 

簿
 

件
 

名
 

文
書
番

号
 

担
当
者

名
 

処
理

区
分

 
月

 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 

受
・

施
 

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

１
 

別
件

文
書

件
名

簿
使

用
 

 
２
 

完
結

( 
月
 

日
)
 

件
 

名
 

文
書
番

号
 

担
当
者

名
 

処
理

区
分

 
月

 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 

受
・

施
 

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

１
 

別
件

文
書

件
名

簿
使

用
 

 
２
 

完
結

( 
月
 

日
)
 

件
 

名
 

文
書
番

号
 

担
当
者

名
 

処
理

区
分

 
月

 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 

受
・

施
 

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

１
 

別
件

文
書

件
名

簿
使

用
 

 
２
 

完
結

( 
月
 

日
)
 

件
 

名
 

文
書
番

号
 

担
当
者

名
 

処
理

区
分

 
月

 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 

受
・

施
 

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

収
受

・
施

行
 

・
 

 
第

 
 
号
 

１
 

別
件

文
書

件
名

簿
使

用
 

 
２
 

完
結

( 
月
 

日
)
 

 



（
新

旧
対

照
表

1
1

ペ
ー

ジ
）

第
２
号
様
式
（

親
展
文

書
件

名
簿

）
（

第
1
3
条

関
係

）
第
２
号
様
式

（
親

展
文

書
件

名
簿

）
（
第

1
3
条

関
係
）

親
 
 
展
 
 
文
 

書
 

件
 

名
 

簿
 

件
 
名
 

文
書
番
号
 

担
当
者
名
 

処
理

区
分
 

月
 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 
受
・
施
 
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

１
 
別
件
文
書
件
名
簿
使
用
 
 

２
 
完
結
( 

月
 
日

) 

件
 
名
 

文
書
番
号
 

担
当
者
名
 

処
理

区
分
 

月
 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 
受
・
施
 
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

１
 
別
件
文
書
件
名
簿
使
用
 
 

２
 
完
結
( 

月
 
日

) 

件
 
名
 

文
書
番
号
 

担
当
者
名
 

処
理

区
分
 

月
 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 
受
・
施
 
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

１
 
別
件
文
書
件
名
簿
使
用
 
 

２
 
完
結
( 

月
 
日

) 

件
 
名
 

文
書
番
号
 

担
当
者
名
 

処
理

区
分
 

月
 
 日

 
発

信
者

名
又

は
宛

先
 

来
信

記
号

番
号
 

収
 
受
・
施
 
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

処 理 経 過 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

収
受
・
施
行
 

・
 

 
第
 
 
号
 

１
 
別
件
文
書
件
名
簿
使
用
 
 

２
 
完
結
( 

月
 
日

) 

 

  
文 書 分 類

第
種
 

第
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

 
 

 
 

 
 

 

月
 

 
 

 
 

日
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

本 書 

第
号
 

発
 

か
ら
 
 

 
 

 
完

結
 

月
 
 
 
日
 

受
 

へ
 
 

発
送

と
同

時
に

完
結
 

ほ
か

 
 

 
 

件
 
 

年
 
 
月
 
 
日
 

文 書 分 類

第
種
 

第
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

 
 

 
 

 
 

 

月
 

 
 

 
 

日
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

本 書 

第
号
 

発
 

か
ら
 
 

 
 

 
完

結
 

月
 
 
 
日
 

受
 

へ
 
 

発
送

と
同

時
に

完
結
 

ほ
か

 
 

 
 

件
 
 

年
 
 
月
 
 
日
 

注
 
用
紙
の
規

格
は

、
Ａ

４
判

と
す
る
。
 

沖
縄

県
 

  



（
新

旧
対

照
表

1
2

ペ
ー

ジ
）

第
３
号
様
式

（
略
）

第
３
号
様
式

（
略

）

第
４
号
様
式
（

金
品
受

付
簿

）
（

第
1
4
条

関
係

）
第
４
号
様
式

（
金

品
受

付
簿

）
（

第
1
4
条

関
係

）

第
５
号
様
式
～
第
６
号
様
式

（
略

）
第
５
号
様
式
～
第
６
号
様
式

（
略

）

 

収
受

月
日
 
取

扱
者
 
発

信
者
 
金

品
数

量
 
受

信
者
 
受

領
者

印
 
摘

要
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

沖
縄

県
 

 

 

収
受

月
日
 
取

扱
者
 
発

信
者
 
金

品
数

量
 
受

信
者
 
受

領
者

印
 
摘

要
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

注
 
用
紙
の
規
格
は
、
Ａ
４
判

と
す
る
こ
と
。
 

沖
縄

県
 

 



（
新

旧
対

照
表

1
3

ペ
ー

ジ
）

第
７
号
様
式
（

証
明
書

等
交

付
申

請
書

）
（

第
2
1
条

関
係

）
（

新
設

）

必
要

な
証

明
書

卒
業
時
の
在
籍
学

級

卒
業
（
見
込
）
年

月

学
科
・
コ
ー
ス

課
程
又
は
学
部

氏
名

の
英

字
表

記

生
年

月
日

フ
リ

ガ
ナ

氏
名

回
議

在
学

証
明

書

卒
業

見
込

証
明

書

卒
業

証
明

書
調

査
書

成
績

証
明

書
推

薦
書

証
明

書
１

証
明

書
２

通

使
用

目
的

証
明

書
４

そ
の

他

（
　

　
　

）

通
通

起
案

通
通

通
通

通
通

通
通

証
明

書
等

交
付

申
請

書

年

証
明

を
受

け
る

人
□
在
学
生
　
　
□
卒
業

生

日

沖
縄

県
立

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学

校
長

　
殿

　
下

記
の

と
お

り
証

明
書

の
交

付
を

申
請

し
ま

す
。

申
請

者

住
所

月

氏
名

連
絡

先
－

　
　

　
　

　
　

－

注
　
証

明
書
１
か
ら
証
明
書
４

ま
で
の
各
欄
は
、
学
校
で

発
行
す
る
証
明
書
等
の

名
称
に
書
き
換
え
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る

。

　
上

記
の

と
お

り
申

請
が

あ
り

ま
す

の
で

、
交

付
し

て
よ

い
で

し
ょ

う
か

。

（
決

裁
印

）

公
印

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

決
裁

学
校

使
用

欄
（

収
受

印
）

証
明

書
３



（
新

旧
対

照
表

1
4

ペ
ー

ジ
）

第
８
号
様
式
（

口
頭
処

理
票

）
（

第
2
1
条

関
係

）
第
７
号
様
式

（
口

頭
処

理
票

）
（

第
2
1
条

関
係

）

（
削

る
。

）
第
８
号
様
式

（
文

書
決

裁
台

帳
）

（
第
2
4
条
関

係
）

 

種
別
 
 
□
電

話
 
 

□
来

訪
 

応
接
 
 
 

 
 

年
 
 
 

月
 

 
 
日
午
前

午
後
 

 
 
時

 
 

 
分
 

相
手

方
 

（
発

信
者
）
 

住
所

氏
名
 
 

応
接

者
 

（
受

信
者
）
 

 
氏

名
：
 

 
所

属
：
 

応
接
要
旨
 

処
理
経
過
 

供 覧
 

 

 
注
 
用
紙
の

規
格

は
、
Ａ
４

判
と
す
る
こ

と
。
 

 

 

種
別
 
 

□
電

話
 
 

□
来

訪
 

応
接
 
 

 
 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
午

前
午

後
 

 
 

時
 
 

 
分
 

相
手

方
 

（
発

信
者

）
 

住
所

氏
名
 
 

応
接

者
 

（
受

信
者

）
 

 
氏

名
：
 

 
所

属
：
 

応
接

要
旨
 

処
理

経
過
 

供 覧
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 



（
新

旧
対

照
表

1
5

ペ
ー

ジ
）

第
９
号
様
式

（
略
）

第
９
号
様
式

（
略

）

第
1
0
号
様
式
（

電
報
発

信
簿

）
（

第
3
6
条

関
係

）
第
1
0
号
様
式

（
電

報
発

信
簿

）
（

第
3
6
条

関
係

）

 

発
信

月
日
 

発
信

先
 

種
別
 
字

数
 
料

金
 
受

領
者

印
 
摘

要
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
注

 
用
紙
の
規
格
は
、
Ａ
４
判

と
す

る
こ
と
。
 

 

 

発
信

月
日
 

発
信

先
 

種
別
 
字

数
 
料

金
 
受

領
者

印
 
摘

要
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 



（
新

旧
対

照
表

1
6

ペ
ー

ジ
）

第
1
1
号
様
式
・
第
1
2
号
様
式

（
略

）
第
1
1
号
様
式
・
第
1
2
号
様
式

（
略

）

第
1
3
号
様
式
（

文
書
廃

棄
台

帳
）

（
第

4
2
条

関
係

）
第
1
3
号
様
式

（
文

書
廃

棄
台

帳
）

（
第
4
2
条
関

係
）

（
注

）
訓

令
の

改
正

規
定

に
係

る
部

分
の

対
照

箇
所
に

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
を

引
く

こ
と

。

 
文

書
廃

棄
台

帳
 

廃
棄

年
月
日
 
年
（
度
）
別
 
第

種
第

号
 
簿
冊
名
 
冊
数
 
学

校
長
 
文
書
取

扱
主
任
 
廃

棄
方

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
注
 
用
紙
の
規
格
は
、
Ａ
４
判
と
す
る
こ
と
。
 

 

 
文

書
廃

棄
台

帳
 

廃
棄

年
月

日
 
年

（
度
）

別
 
第

種
第

号
 

簿
冊

名
 
冊

数
 
学

校
長
 
文
書

取
扱
主

任
 
廃

棄
方

法
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 


